
佐

賀

北

山

方

言

仮

定

条

件

法

の

こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
北
山
方
言
と
は
、
佐
賀
市
の
北
方
、
背
振
連

山
の
麓
に
位
置
す
る
、
富
士
村
北
山
地
区
の
生
活
語
を
指
し
て
い

る
。
北
山
地
区
は
、
主
と
し
て
農
林
業
を
営
む
、
人
口
約
四
千
人
の

村
落
で
あ
る
。

筆
者
は
、
昨
年
（
一
九
六
五
年
〉
夏
、
「
総
合
研
究
」
の
一
環
と

し
て
、
こ
の
北
山
を
訪
ね
、
約
二
週
間
滞
在
し
て
、
当
地
の
生
活
の

こ
と
ば
を
観
察
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
北
山
方
言
の
、
主
と
し
て
仮
定
条
件
法
に
つ
い

て
、
い
く
ら
か
の
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

国
語
表
現
に
あ
っ
て
、
仮
定
条
件
は
、
用
言
の
、
い
わ
ゆ
る
仮
定

形
に
、
接
続
助
詞
「
ば
」
の
接
し
た
形
で
表
わ
さ
れ
る
の
が
一
般
で

あ
る
。
九
州
も
、
概
し
て
こ
の
傾
向
に
立
つ
。
が
、
当
、
北
山
方
言

に
あ
っ
て
は
、
や
や
様
相
を
異
に
し
て
い
て
、
用
言
に
、
「
な
れ
ば
」

の
機
能
す
る
条
件
法
が
著
し
い
。

A llli 

神

泰

部

宏

。。
キイ
グ1グl
ナ』ナl
レレ

（
行
け
ば
、
〉

ハ
聞
け
ば
、
）

さ
て
、
「
な
れ
ば
」
の
機
能
す
る
条
件
法
に
あ
っ
て
は
、
右
の
文

例
の
よ
う
な
「
J
ナ
レ
パ
」
の
ほ
か
に
、
「

t
ナ
レ
ハ
l
〉
」
「
J

ナ
イ
バ
」
「
J
ナ
イ
」
の
形
で
で
も
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
な
か
で
も

「
J
ナ
イ
バ
」
の
活
動
が
き
わ
だ
た
し
い
。

O
ノ
ス
ナ
イ
パ
モ
ッ
テ
イ
タ
ッ
テ

-14-

ク
ン
サ
イ
。

（
持
て
れ

ば
、
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
。
〉

O
汁
γ
テ

オ

叶

1
ナ

イ

バ

デ

叶

ン

ナ

カ

ィ
。
〈
死
ぬ
と
思
え
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
さ
。
〉

こ
の
よ
う
な
「

t
ナ
イ
バ
」
の
、
高
い
出
現
頻
度
を
見
れ
ば
、
「
な

れ
ば
」
一
派
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
ま
ず
、
安
定
を
得
て
い
る
様
が

明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
「
J
ナ
イ
バ
」
に
対
し
て
、
「
J
ナ
レ
バ
」
の

よ
う
に
、
「
レ
」
音
が
、
い
わ
ば
本
来
音
の
ま
ま
に
存
す
る
場
合
は
、

「
l
ナ
レ
パ
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
次
の
文
例
の
よ
う
に
、
「
l
ナ

レ
（
！
と
と
、
「
ば
」
陰
在
の
形
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

コ
タ

1

ク＋’



。
ア
汁

A
J叶
！

右
の
、
出
現
頻
度
の
点
で
相
即
的
な
、
「

i
ナ
イ
バ
」
と
「
l
ナ

レ
（
！
）
」
と
の
対
応
は
、
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
「
ば
」
は
、
「

i
ナ
レ
・
」
と
、
本
来
の
音
相
を
保
持
し
て
い
る
場
合
は
陰
在
し
や

す
く
、
「

t
ナ
イ
・
」
と
、
転
靴
の
音
相
を
と
る
場
合
は
、
陰
在
し

に
く
い
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
o

こ
の
事
実
は
、
一
方
か
ら
見

れ
ば
、
条
件
接
続
の
機
能
保
持
を
め
ざ
す
、
話
者
の
表
現
心
意
を
物

語
る
と
も
解
さ
れ
よ
う
。 カ

シ
テ

ク
ン
サ
イ
。

（
あ
れ
ば
貸
し
て
下
さ

一一一

「
ば
」
は
、
ま
た
、
特
定
の
助
動
詞
に
接
続
し
て
、
仮
定
の
条
件

法
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
も
、
「
ば
」
の
、
顕
在
、
陰
在

の
現
象
が
、
先
に
、
「
な
れ
ば
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
お
り
に
観

察
さ
れ
て
、
注
目
さ
れ
る
。

否
定
の
助
動
詞
に
か
か
わ
る
場
合
を
見
れ
ば
、
次
下
の
よ
う
に
な

る
oO

ハ
ヨ

l

ガ
ッ
コ

l
サ
ン

オ
ス

l
ナ
ッ

ジ
ャ

〈
早
く
学
校
へ
行
か
な
け
れ
ば
お
そ
く
な
る
、
ぞ
。
）

O
モ
l
ソ
ロ
ソ
ロ
ユ
ル
イ
ア
ケ
ネ
l
ヒ
ヨ
l
シ
テ

升
寸
ン
パ
イ
o

〈
上
昇
調
子
〉
（
も
う
そ
ろ
そ
ろ
い
ろ
り
を

聞
け
な
け
れ
ば
寒
く
て
居
ら
れ
な
い
よ
。
）

オ

右
の
よ
う
に
、
「
ね
ば
」
に
あ
っ
て
、
「
ね
」
が
本
来
音
で
あ
れ

ば
、
「
ば
」
は
陰
在
し
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。
（
「
j
ネ
バ
」
も
存

立
は
す
る
が
、
か
な
り
特
殊
で
あ
る
0

）
一
方
、
そ
の
「
ね
」
が
転

靴
音
「
ン
」
を
と
れ
ば
、
「
ば
」
は
、
「
J
ン
パ
」
の
よ
う
に
顕
在

す
る
。。

カ
ズ
レ
テ
ミ

γ
バ
ワ
カ
ラ
ン
。
（
か
ぞ
え
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
。
）

O
ハ
ヨ

l

オ
キ
ラ
ン
バ
オ
ク
ル
イ
ヨ

l
o
〈
上
昇
調
子
〉

（
早
く
起
き
な
け
れ
ば
お
く
れ
る
よ
。
）

以
上
の
よ
う
に
、
「

t
ネ
1
」
「

i
ン
バ
」
両
形
は
、
興
味
あ
る

併
存
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
使
用
の
実
際
に
あ
っ
て
も
、
性
別
年

令
に
よ
る
、
著
し
い
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
少
年
層
な
ど
で

は
、
別
に
「
イ
カ
ニ
ャ

l
、
」
（
行
か
な
け
れ
ば
、
）
な
ど
の
「

i

ニ
ャ
l
」
が
、
い
く
ら
か
観
察
さ
れ
は
す
る
。

な
お
、
完
了
の
「
た
」
に
つ
い
て
も
、
右
と
同
様
の
過
程
を
経
た

と
み
ら
れ
る
「

1
タ
レ

l
」
「
J
タ
イ
パ
」
両
形
が
併
存
す
る
。

O
ュ
l
タ
レ
i
、
（
言
っ
た
ら
、

U

O
刊
寸
1
タ
イ
パ
、
（
書
い
た
ら
、
）

最
後
に
、
次
の
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
以
上
の
、
「
否
定
」

お
よ
び
「
完
了
」
に
か
か
わ
る
条
件
法
は
、
ま
れ
に
、
前
項
で
述
べ

た
、
「
な
れ
ば
」
が
機
能
し
て
成
立
す
る
こ
と
も
あ
る
。

O
ア
ナ
タ
ノ
オ
ン
サ
ラ
ソ
ナ
イ
パ
、
ハ
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
け
れ
ば
、
〉

- 15 



O
ト
ッ
汁
l
叶
タ
ナ
レ

l
、
（
取
っ
て
来
た
ら
、
〉

こ
れ
か
ら
し
て
も
、
「
な
れ
ば
」
は
、
頻
用
の
結
果
か
、
す
で
に
一

個
の
独
立
し
た
機
能
体
と
し
て
、
条
件
接
続
を
に
な
っ
て
立
っ
て
い

る
様
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

四

以
上
に
と
り
あ
げ
た
「
ば
」
に
よ
る
条
件
法
は
、
す
べ
て
、
仮
定

の
順
接
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
に
、
既
定
の

逆
接
を
示
す
と
も
み
な
さ
れ
る
用
法
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
存
す
る
の

で
あ
る
。

O
キ
ン
サ
ッ

ハ
ズ
ジ
ャ
ッ
タ
イ
バ
ナ
シ
キ
ン
サ
ラ
ン
ジ
ャ

ロ
l

（
い
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
だ
っ
た
け
れ
ど
何
故
い
ら

っ
し
ゃ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
）

O
キ
ノ
l

コ
ラ
イ
タ
レ

l

モ
1
モ
ド
ラ
イ
タ
モ
ナ
1
0

（
昨
日
来
ら
れ
た
け
れ
ど
も
帰
ら
れ
た
よ
。
）

こ
の
文
例
で
、
「

t
タ
イ
バ
」
「
J
タ
レ
l
」
は
、
い
ず
れ
も
、
い

わ
ば
、
「
た
れ
ど
」
に
相
当
す
る
既
定
の
逆
接
を
示
し
て
い
て
、
注

目
さ
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
「
た
れ
ば
」
は
、
も
と
も
と
、
順
接
の
既
定
条
件

法
に
立
っ
た
。
そ
の
既
定
条
件
を
表
わ
す
あ
る
種
の
「
J
ば
」
が
、

上
代
以
来
、
時
に
、
逆
接
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
国
語
史
上
、
明

ら
か
な
事
実
で
あ
る
。
そ
の
「
ば
」
の
、
特
殊
な
強
調
性
が
こ
こ
に
も

生
き
て
、
上
述
の
よ
う
に
、
逆
接
の
接
続
点
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ

カ
0 

ょ
う
。さ

て
、
こ
の
用
法
の
出
現
頻
度
は
低
く
、
現
下
で
は
、
主
と
し
て

老
年
層
に
見
出
さ
れ
る
に
過
、
ぎ
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。

五

「
中
止
法
」
に
立

否
定
の
仮
定
条
件
を
表
わ
す
「

t
ね
ば
」
は
、

っ
て
、
特
殊
な
命
令
表
現
を
生
む
こ
と
が
あ
る
0

0
叶
ヨ

i

ジ
ェ
斗
ぺ
。
〈
早
く
お
し
ょ
。
〉

O
A
1
ヨ
l

カ
斗
斗
て
ハ
0

（
早
く
お
帰
り
よ
。
）

あ
る
い
は
、

。
イ
バ
イ
デ
コ
社
1
0
（
急
い
で
お
い
で
よ
o

〉

O
A
1
ヨ
l

シ
ェ
材
l
o

（
早
く
お
し
ょ
。
）

相
手
の
行
為
に
か
か
わ
る
、
特
定
の
仮
定
条
件
の
み
を
、
一
気
に
持

ち
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
腕
曲
に
、
そ
の
仮
定
行
為
の
実
現
を
促

し
た
表
現
で
あ
る
。
一
種
の
命
令
表
現
と
し
て
よ
い
。
否
定
の
条
件

法
を
と
る
と
こ
ろ
に
、
強
調
の
心
意
が
ひ
そ
む
。

右
の
、
「

i
ン
バ
」
「
l
ネ

l
」
で
は
、
後
者
の
「
i
ネ

l
」
が

と
ら
れ
や
す
い
か
。
が
、
共
に
こ
の
種
の
表
現
に
慣
用
さ
れ
て
、
文

未
調
化
の
傾
向
を
見
せ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。

椀
曲
な
表
現
で
あ
る
だ
け
に
、
口
問
位
も
悪
く
な
い
。
あ
る
土
地
人

も
、
「
イ
ヨ

l

ジ
ェ
社
1
0
」
と
「
寸
ヨ

l

シ
エ
叶
1
0
」
と

を
比
較
し
て
、
前
者
を
同
輩
に
、
後
者
を
目
下
に
用
い
る
と
説
明
し

た。

16 
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当
、
北
山
方
言
で
は
、
仮
定
の
条
件
を
表
わ
す
の
に
、
右
の
「
ば

」
に
よ
る
言
い
方
の
外
に
、
助
詞
「
ギ
l
」
類
を
用
い
る
方
法
が
あ

る。
O
汁
寸
ノ
ォ
．
ヰ
ギ
l

オ
ヨ
ガ
レ
ン
パ
イ
o

（
雨
が
降
れ
ば

泳
が
れ
な
い
よ
o
v

O
ベ
タ
ハ
ク
ギ
l

パ
チ
カ
ブ
ッ
チ
ュ

l
テ
ナ
ン
タ
0

（下

駄
を
は
け
ば
罰
が
あ
た
る
と
言
っ
て
ね
え
。
）

こ
の
「
ギ
l
」
は
、
も
と
も
と
、
限
定
を
表
わ
す
体
言
「
き
り
」
に

発
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
当
、
方
言
で
も
、
同
類
の
、
い
わ
ば
副
助

調
と
し
て
の
用
法
に
立
つ
も
の
も
観
察
さ
れ
る
。

O
コ
オ
シ
コ
ギ
l

ナ
刈
o

（
こ
れ
だ
け
し
か
な
い
。
）

さ
て
、
右
の
、
条
件
表
現
に
あ
ず
か
る
「
ギ
l
」
も
、
も
と
も
と
、

こ
の
副
助
調
の
例
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
提
示
限
定
、
強
調
の
表

現
性
を
持
っ
て
、
接
続
点
に
立
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
特
定
事
態
の

限
定
、
強
調
は
、
や
が
て
後
件
と
の
相
対
的
な
関
係
の
下
に
、
仮
定

条
件
と
し
て
把
握
さ
れ
得
る
表
現
法
を
生
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ

。

〉
円
ノ

先
の
、
「
ば
」
に
よ
る
表
現
に
、
い
わ
ば
、
よ
り
平
面
的
、
論
理

的
な
接
続
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
に
は
、
特
殊
な

情
的
起
状
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
特
殊
性
が
好
ま
れ
た
故
か
、
現
下

に
あ
っ
て
は
、
右
の
両
条
件
法
の
う
ち
、
こ
の
「
ギ
l
」
に
よ
る
表

現
の
出
現
頻
度
の
方
が
、
全
層
に
わ
た
っ
て
一
段
と
高
い
。

「ギ
l
」
は
、
用
言
の
み
で
な
く
、
自
在
に
、
体
言
に
も
接
し
て

お
こ
な
わ
れ
る
。

。
ウ
ミ
ジ
ャ

ヤ
マ
ギ
ー

山
な
ら
い
い
ね
え
。
〉

O
エ
ン
ソ
ク
ヨ
イ
リ
ョ
寸
叶
叶
i

り
旅
行
な
ら
い
い
ね
え
。
〉

な
お
、
「
ギ
l
」
は
、
「
ギ
ン
」
「
ギ
ン
ト
」
「
ギ
ン
タ
l
」
「
ギ

ニャ

l
」
「
ギ
エ
ャ

l
ト
」
な
ど
と
、
強
調
の
心
意
に
応
じ
て
、
形

が
伸
び
て
も
い
る
。
こ
の
事
態
は
、
一
方
か
ら
見
れ
ば
、
「
ギ
i
」
類

の
活
動
の
活
穫
さ
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

O
サ
ガ
ニ
イ
ク
ギ
ニ
ャ

l
ト

ホ

γ
l
ニ

ワ

4
1叶
ル
ッ
。

（
佐
賀
へ
行
け
ば
ほ
ん
と
う
に
笑
わ
れ
る
。
〉

ナ
シ

ヨ
カ
ナ
イ
。

（
海
で
な
く

ヨ
カ
ナ
イ
。

（
遠
足
よ

- 17 

七

以
上
、
佐
賀
北
山
方
言
に
お
け
る
、
仮
定
の
条
件
法
に
つ
い
て
記

述
し
た
。
当
、
方
言
に
あ
っ
て
は
、
上
述
の
と
お
り
、
「
ば
」
お
よ

び
「
ギ
l
」
類
に
よ
る
、
二
系
列
の
表
現
が
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
な
れ
ば
」
お
よ
び
「
た
れ
ば
」
「
ね
ば
」
な
ど
の
動
き
が
注
目

さ
れ
る
「
ば
」
系
の
言
い
方
は
、
総
じ
て
、
古
態
の
名
残
を
留
め
た

表
現
法
と
言
え
よ
う
か
。
一
方
の
「
ギ
l
」
系
の
言
い
方
は
、
生
活

の
特
殊
相
の
中
に
培
わ
れ
、
育
っ
て
き
た
表
現
法
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
二
本
の
柱
の
上
に
、
北
山
方
一
言
の
仮
定

条
件
表
現
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



以
上
の
表
現
法
は
、
肥
前
、
特
に
佐
賀
県
下
に
あ
っ
て
は
、
諸
相

を
示
し
つ
つ
も
、
か
な
り
、
一
般
的
か
の
よ
う
で
あ
る
。
（
小
野
志

真
男
氏
「
佐
賀
・
長
崎
」
〈
方
言
学
講
座
4
〉
参
照
）

な
お
、
条
件
法
の
記
述
は
、
ひ
ろ
く
は
、
接
続
表
現
法
の
記
述
の

中
に
包
摂
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

〈
付
記

V
本
稿
に
用
い
た
資
料
は
、
文
部
省
科
研
費
〈
昭
和
三
九
・
四

0
年
度
〉
に
よ
る
総
合
研
究
「
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
」

に
あ
っ
て
の
、
筆
者
の
分
担
調
査
結
果
に
基
づ
く
。

（
一
九
六
六
、
六
、
二
五
）
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